　広島県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例（昭和六十年広島県条例第十四号）新旧対照表
（廃業等の届出）
第十条　浄化槽保守点検業者が、次の各号のいずれかに該当することとなつた場合においては、当該各号に掲げる者は、その日から三十日以内に、その旨を知事に届け出なければならない。

　一　（略）

　二　（略）

　三　法人が破産手続開始の決定により解散した場合　その破産管財人
　四　法人が合併又は破産手続開始の決定以外の事由により解散した場合　その清算人

　五　（略）

（業務の実施）

　第十三条　（略）

　２　（略）
３　浄化槽保守点検業者は、浄化槽の保守点検の委託を受けた場合においては、浄化槽管理者に対して当該浄化槽につき法第七条第一項及び第十一条第一項の規定による水質に関する検査を受けさせるよう努めなければならない。
改正案

（廃業等の届出）
第十条　浄化槽保守点検業者が、次の各号のいずれかに該当することとなつた場合においては、当該各号に掲げる者は、その日から三十日以内に、その旨を知事に届け出なければならない。

　一　（略）

　二　（略）

　三　法人が破産により解散した場合　その破産管財人

　四　法人が合併又は破産以外の事由により解散した場合　その清算人

　五　（略）

（業務の実施）
第十三条　（略）

２　（略）　
３　浄化槽保守点検業者は、浄化槽の保守点検の委託を受けた場合においては、浄化槽管理者に対して当該浄化槽につき法第七条及び第十一条の規定による水質に関する検査を受けさせるよう努めなければならない。
現行

